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緑色の屋根にピカピカの床、木の温もりを感じさせる内壁。
新築された一松小体育館は広さ937㎡でバレーボールコートが2面取れ

ます。
3月15日に引き渡しが終わり、児童たちは早速、館内の鉄棒で一汗、み

んなとっても楽しそうでした。

No.306

新しい体育館

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

太陽くん
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お知ら
せ

お知ら
せ 

健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

合併問題を考える（十三）

平成16年度長生村の予算が決まりました

6 ６月20日は長生村長選挙の投票日

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

広報ちょうせい
は毎月１日に新聞折り

込みで配布しています。

役場・保健センター・

福祉センター・文化会館・

中央公民館窓口でも

配布しています

3

２．

産
業
・
イ
ベ
ン
ト

①
地
域
の
主
要
な
企
業
、
工
場

の
多
く
が
立
地
し
、
産
業
の
中
心

と
な
り
、
郡
内
の
町
村
か
ら
多
く

の
就
業
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

②
長
生
郡
市
の
商
業
の
中
心
と

し
て
茂
原
商
圏
を
形
成
し
、
商

業
人
口
20
万
人
を
有
し
て
い
る
。

③
関
東
屈
指
の
夏
の
祭
典
「
茂

原
七
夕
ま
つ
り
」
を
催
し
、
県

内
外
か
ら
約
85
万
人
の
観
光
客

を
集
め
、
知
名
度
が
高
い
。

３．

計
画
上
の
位
置
付
け
・
交
通

①
長
生
郡
市
は
茂
原
市
を
中
心

と
し
て
都
市
圏
を
形
成
し
、
第

５
次
首
都
圏
基
本
計
画
に
お
い

て
、
茂
原
市
は
関
東
東
部
地
域

の
中
心
都
市
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

②
３
つ
の
駅
を
有
し
、
主
要
駅

は
茂
原
の
名
前
を
冠
し
て
お
り
、

全
国
か
ら
の
来
訪
者
に
と
っ
て

は
、
市
名
と
同
一
の
方
が
混
乱

を
招
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

４．

教
育
施
設

郡
内
６
つ
の
高
校
の
内
、
４

つ
の
高
校
は
「
茂
原
」
の
名
称

を
冠
し
て
お
り
、
多
く
の
卒
業

生
に
「
茂
原
」
の
名
称
に
愛
着

が
あ
る
。

５．

経
費

①
名
称
変
更
に
伴
う
各
種
申
請
書

な
ど
修
正
経
費
の
節
減
が
図
れ
る
。

は
小
学
校
一
年
生
で
学
習
し
て
お

り
、「
生
」
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の

「
生
」
を
含
む
「
長
生
」
と
い
う

名
称
が
い
か
に
意
義
あ
る
名
称
か

の
証
明
で
あ
る
。

７．
「
長
生
」
の
名
称
は
、
親
し

み
や
す
く
、
未
来
志
向
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
力

を
十
二
分
に
発
揮
さ
せ
、
近
い
将

来
、
新
市
の
発
展
に
必
ず
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。

○
「
茂
原
市
」
の
選
定
理
由

（
茂
原
市
提
案
）

市
の
沿
革
や
性
格
、
産
業
・
イ

ベ
ン
ト
、
計
画
上
の
位
置
付
け
・

交
通
、
教
育
施
設
、
さ
ら
に
経
費

な
ど
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案

し
「
茂
原
市
」
を
候
補
の
一
つ
と

す
る
。

１．

市
の
沿
革
や
性
格

江
戸
時
代
か
ら
六
斎
市
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
交
易
、
交
通
の
要

衝
で
あ
り
、
長
生
郡
市
の
中
心
で

も
あ
り
、
全
国
的
に
知
名
度
が
高

く
、
長
生
郡
市
総
人
口
の
約
６
割

が
茂
原
市
民
で
あ
る
。

が
誕
生
し
、
現
在
の
茂
原
市
も
含

め
た
地
域
と
し
て
１
０
０
年
以
上

に
わ
た
り
親
し
ま
れ
た
由
緒
あ
る

名
称
で
あ
り
、
圏
域
の
住
民
に
と

っ
て
十
分
な
じ
ま
れ
た
名
称
で
あ

る
。

３．
「
長
生
」
は
「
な
が
い
き
」

と
読
む
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
に
も

ま
ね
の
で
き
な
い
名
称
で
あ
り
、

郡
市
全
体
で
親
し
ま
れ
て
い
る
名

称
で
あ
る
。

４．

千
葉
県
の
中
央
、
房
総
丘
陵

の
太
平
洋
側
に
位
置
し
、
四
季
を

通
じ
て
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ

て
お
り
、「
ち
よ
う
せ
い
」
と
い

う
響
き
が
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
。

５．
「
長
生
」
と
い
う
漢
字
は
、

「
長
」
が
永
久
・
優
れ
る
と
い
う

意
味
、「
生
」
が
い
の
ち
・
生
活

を
意
味
す
る
大
切
な
漢
字
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
深
い
意
味
を
持
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
二
字
で
「
な
が
い
き
」

と
い
う
熟
語
に
な
り
、
親
し
み
や

す
く
未
来
志
向
の
強
い
都
市
の
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
。

６．
「
長
」
と
「
生
」
は
と
も
に

教
育
漢
字
で
あ
り
、
特
に
「
生
」

３
月
13
日
長
柄
町
役
場
大
会

議
室
で
、
第
３
回
新
市
名
称
候

補
選
定
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
２
回
の
小
委
員
会

に
お
い
て
、
新
市
の
名
称
候
補

と
し
て
「
長
生
市
」
と
「
茂
原

市
」
が
候
補
に
あ
が
り
、
こ
れ

を
一
つ
に
絞
り
込
む
た
め
の
小

委
員
会
で
し
た
が
、
協
議
の
結

果
、
２
案
を
合
併
協
議
会
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
「
長
生
市
」
の
選
定
理
由

（
長
生
村
、
一
宮
町
、
睦
沢
町
、

白
子
町
、
長
柄
町
、
長
南
町
提
案
）

１．

地
域
全
体
を
呼
ぶ
場
合
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
・
長
生
支
庁
・
長
生
農
協
な

ど
公
的
機
関
だ
け
で
な
く
民
間

で
も
「
長
生
」
と
い
う
呼
び
名

が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
を
代
表
す
る
名
称
と
し
て
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

２．

明
治
30
年
に
長
柄
郡
と
上

埴
生
郡
の
合
併
に
よ
り
長
生
郡

合
併
問
題
を
考
え
る
（
十
三
）

新
市
名
称
候
補
選
定

小
委
員
会
報
告

☆
合
併
協
議
会

○
第
８
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

◇
と
　
き

４
月
12
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

茂
原
市
役
所
市
民
室

傍
聴
席
　
１
０
０
席

☆
小
委
員
会

○
第
７
回
新
市
建
設
計
画
策
定
小

委
員
会

◇
と
　
き

４
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

茂
原
市
役
所
５
０
２

会
議
室

※
合
併
協
議
会
・
小
委
員
会
は
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
会
議
開
始
15
分
前
ま

で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
合
併
協
議
会

（
25
）
７
５
８
８

協
議
会
・
小
委
員
会
を

開
催
し
ま
す

②
主
要
道
路
な
ど
の
案
内
標
識
の

多
く
は
「
茂
原
」
で
あ
り
、「
茂

原
市
」
と
す
る
こ
と
で
、
経
費
の

節
減
や
変
更
に
伴
う
混
乱
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
「
茂
原
市
」
と
す
る
こ
と
で
、

市
名
変
更
に
伴
う
親
類
や
取
引
先

へ
の
周
知
、
各
種
手
続
き
の
変
更

に
伴
う
影
響
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。



会 計 名 予 算 額 前年比
国民健康保険
事業勘定 11億8,570万円 △4.3％
施設勘定 平成15年7月1日会計廃止 皆 減

老 人 保 健 11億8,140万円 △0.5％
工業用地開発事業 507万円 △6.7％
公共下水道事業 6億9,400万円 △8.6％
介 護 保 険 5億9,950万円 6.8％
合 計 36億6,567万円 △5.3％
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◇
歳
　
入

村
　
税

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響

を
受
け
、
個
人
村
民
税
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
業
績
の
回
復
傾
向
に
あ
る
法

人
税
と
大
型
店
舗
の
進
出
に
よ
り
、
固

定
資
産
税
の
増
収
を
見
込
み
、
前
年
度

に
比
べ
４
・
３
％
の
伸
び
を
見
込
み
ま

し
た
。

地
方
交
付
税

国
の
三
位
一
体
改
革

がが 決決決決 まままま りりりり まままま しししし たたたた
ちちちち　　　　一一一一般般般般会会会会計計計計予予予予算算算算：：：：45億1,500万円

(46.5％)

県支出金
140,546
(3.1％)

使用料および手数料
79,566
(1.8％)

諸収入など
118,970(2.6％)

地方交付税
1,040,000
(23.0％)

村債
618,700
(13.7％)

国庫支出金
244,925
(5.4％)

地方譲与税
106,247
(2.4％)

その他
265,802
(5.9％)

(53.5％)

一般会計

歳　入
総額

4,515,000

教育費
827,793
(18.3％)

民生費
752,241
(16.7％)

衛生費
710,883
(15.7％)

土木費
652,930
(14.5％)

総務費
526,783
(11.7％)

その他
1,044,370
(23.1％)

人件費
1,156,374
(25.6％)

普通建設
事業費
758,773
(16.8％)補助費等

689,544
(15.3％)

物件費
574,835
(12.7％)

繰出金
573,661
(12.7％)

公債費
507,487
(11.3％)

その他
254,326
(5.6％)

一般会計

歳出
総額

4,515,000

一般会計

性質別
歳出

自
主
財
源

依
存
財
源

村税
1,355,954
(30.0％)

平
成
16
年
第
１
回
議
会
定
例
会

が
３
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
市

原
村
長
が
施
政
方
針
を
発
表
し
、

平
成
16
年
度
の
当
初
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
81
億
８
、
０
６
７

万
円
で
、
一
般
会
計
は
45
億
１
、

５
０
０
万
円
、
各
特
別
会
計
は
表

の
と
お
り
で
す
。
な
お
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
第
４
次
総
合
計

画
に
お
け
る
村
の
将
来
像
「
人
間

性
豊
な
健
康
で
住
み
よ
い
村：

長

生
」
を
重
視
し
前
年
に
引
き
続
き

①
魅
力
的
・
個
性
的
な
長
生
村
②

公
平
で
生
き
が
い
の
も
て
る
長
生

村
　
を
テ
ー
マ
に
、
限
ら
れ
た
財

源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
配
分

す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

平成16年度特別会計

平平平平 成成成成 1111 6666 年年年年 度度度度 一一一一 般般般般 会会会会 計計計計 単位：千円

（ ）内は構成比

繰入金
544,290
(12.1％)

5

平平平平 成成成成 1111 6666 年年年年 度度度度 長長長長 生生生生 村村村村 のののの 予予予予 算算算算 がががが
予予予予算算算算総総総総額額額額：：：：81億8,067万円 ううううちちちち　　　　

に
よ
り
、
本
村
で
も
地
方
交
付
税
及
び
臨

時
財
政
対
策
債
に
大
き
な
影
響
が
表
れ
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
比

べ
17
・
５
％
の
減
、
地
方
交
付
税
の
投
資

的
経
費
の
振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
も
、
前
年
度
に
比
べ
10
・
２
％
の
減

を
見
込
み
ま
し
た
。

そ
の
他

国
庫
負
担
金
で
は
、
国
の
三

位
一
体
改
革
に
伴
い
保
育
所
運
営
費
負
担

金
の
廃
止
を
始
め
、
各
種
補
助
金
が
削
減

さ
れ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
補
助
金
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
可
能
な
限
り
主
要
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
、
基
金
の
繰
り
入
れ
や
村
債
に
依

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

◇
歳
　
出

人
件
費
は
給
与
改
定
に
よ
り
０
・
９
％

減
少
。
公
債
費
は
平
成
７
、
８
年
度
に
借

り
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還
年

度
と
な
り
、
村
債
を
新
た
に
借
り
入
れ
て

償
還
す
る
た
め
前
年
度
に
比
べ
34
・
３
％

の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
費

等
は
、
支
給
方
法
の
見
直
し
や
削
減
に
よ

り
３
・
９
％
の
減
。
ま
た
、
普
通
建
設
事

業
費
は
道
路
改
良
事
業
・
交
通
安
全
施
設

整
備
事
業
、
高
根
小
学
校
校
舎
増
改
築
事

業
、
村
体
育
館
屋
根
改
修
事
業
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

す
の
で
前
年
度
に
比
べ
20
・
３
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

平 成 1 6 年 度 の 主 要 事 業
基盤づくり施策

○きずく【都市の感覚と土のある暮らしの基盤を築く】

・交通安全施設整備事業　　193,300千円

住民の安全性を確保するため、自転車・歩行者道路の整備を計画

的に推進します。

1-5号線（新地地先）L=430m

1-4号線（南部地先）用地購入・物件移転補償

1-13号線（一松地先）L=100m、用地購入・物件移転補償

2-14号線（岩沼地先）L=100m、用地購入・物件移転補償

1-3号線（岩沼地先）用地購入・物件移転補償

・道路改良事業　　33,000千円

拡幅工事等を計画的に推進し快適で安全な道路環境を確保します。

3204号線（薮塚・金田地先）L=100m

1156号線（昭和地先）測量委託・用地購入・物件移転補償

○いかす【地の利を活かし村の暮らしを豊かにする】

・稲作生産効率化事業　　2,500千円

大型農業用機械の導入など、営農組織の経営を支援します。

・畜産環境衛生対策事業　　5,236千円

家畜排せつ物の適正な処理を行い、畜産公害の防止と堆肥の有効

利用を推進します。

・中小企業支援事業　　2,049千円

村内中小企業者の企業経営の近代化を図るため、設備改善資金の

借入者に対し利子補給を行います。

○まもる【四季の変化を豊かに実感できる生活環境を守る】

・合併処理浄化槽設置補助事業　　20,073千円

河川の水質汚濁を防止するため、生活雑排水とし尿を合わせて処

理できる合併処理浄化槽の設置を推進します。

・特定環境保全公共下水道事業　　355,308千円

良好な生活環境の確保及び公共用水域の水質保全のため計画的な

整備を図ります。

仕組みづくり施策
○ささえる【保健・医療・福祉の充実により村民を

支える】

・健康診査事業　　48,162千円

疾病の早期発見、早期予防を促進するため各種検診

の充実を図り、検診後の指導を含めた健康教育・健康

相談・家庭訪問による保健指導を充実し健康増進に努

めます。

・乳幼児医療対策事業　　12,375千円

３歳児未満の乳幼児の保健医療を支援し、保護者の

経済的負担の軽減を図ります。

・放課後児童対策事業　　11,108千円

昼間保護者のいない児童の健全な育成を支援します。

・子育て支援センター事業　　665千円

核家族家の進展により、子育てに関する知識・情報

に欠け悩んでいる家庭に対し、相談や情報提供による

育児支援をします。

○のばす【一人ひとりの豊かな個性を伸ばす】

・高根小学校校舎増改築事業　　410,308千円

老朽化した校舎の増改築工事を行います。

・ブックスタート事業　　254千円

７カ月健診時に乳幼児と保護者に、ボランティアに

よりメッセージを伝えながら絵本２冊をプレゼントし

ます。赤ちゃんへの絵本を介した語りかけの大切さを

知ってもらい、子育てを支援します。

・外国語指導助手招致事業　　4,861千円

外国人との交流や生きた英会話に触れることで、児

童・生徒の国際理解を深め、外国語教育の充実を図り

ます。



と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
６
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

投
票
の
際
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

る
投
票
所
へ
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
所

「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
６
月
20
日
の
投
票
は
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

平
成
16
年
７
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴

う
「
長
生
村
長
選
挙
」
が
６
月
20
日
（
日
）

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

投
票
は
、
あ
な
た
の
意
志
を
村
政
に
伝

え
る
窓
口
で
す
。
大
切
な
権
利
を
放
棄
せ

ず
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◎
投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
、
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
投
票
日

ま
で
に
村
外
に
転
出
す
る
こ
と
の
な
い
人

で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和
59
年
６
月
21

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

③
平
成
16
年
３
月
14
日
ま
で
に
転
入
し
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
人

④
投
票
日
現
在
で
、
公
職
選
挙
法
な
ど
に

よ
る
選
挙
権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け

て
い
な
い
人

◎
投
票
所
入
場
券

６
月
15
日
（
火
）
に
郵
送
し
ま
す
。

配
達
の
関
係
上
、
３
日
く
ら
い
か
か
る

◎
「
不
在
者
投
票
制
度
」
は

「
期
日
前
投
票
制
度
」
へ
移
行

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
昨
年
12

月
か
ら
の
不
在
者
投
票
は
原
則
と
し
て
、

期
日
前
投
票
に
移
行
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
人
は
従
来
ど
お
り
の
不
在

者
投
票
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

①
投
票
日
に
は
選
挙
権
を
有
す
る
が
、
投

票
日
前
で
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に
は

ま
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
。（
投
票
日

に
20
歳
に
な
る
人
）

②
選
挙
人
名
簿
登
録
地
（
長
生
村
）
以
外

の
選
挙
管
理
委
員
会
や
指
定
の
あ
る
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票
を
行
お
う

と
す
る
人
。

◇
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

平
成
16
年
６
月
16
日
（
水
）
か
ら
６
月

19
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で

◇
期
日
前
投
票
所

長
生
村
役
場

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
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６
月
20
日
は長

生
村
長
選
挙
の
投
票
日

○
第
１
投
票
所八

積
小
学
校
体
育
館

信号 
八積小学校 

農協 

茂原市 

八積駅 

サ
ン
マ
ー
ト 

セ
ブ
ン 

　
　
イ
レ
ブ
ン 

国道128号線 

睦沢町 

一宮町 

○
第
２
投
票
所高

根
小
学
校
体
育
館

信号 

信号 

石
川
商
店 

白子町 

茂原市  GS

県道茂原・長生線 

高根 
小学校 
高根保育所 

７
　
道
路 

ｍ 

農
協 

一松海岸 

○
第
３
投
票
所一

松
小
学
校
体
育
館

信号 
一松小学校 

白子町 

一宮町 

城之内海岸 

酒井商店 
診
療
所 

一松保育所 
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◎
「
期
日
前
投
票
制
度
」
Ｑ
＆
Ａ

ＱＱＱＱ
１１１１

投
票
す
る
人
の
メ
リ
ッ
ト
（
よ
く

な
る
点
）
は
？

ＡＡＡＡ
１１１１

こ
れ
ま
で
投
票
用
紙
を
外
封
筒
、

内
封
筒
に
入
れ
署
名
す
る
と
い
う
手
続
き

が
不
要
と
な
り
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

ＱＱＱＱ
２２２２

期
日
前
投
票
を
し
た
後
に
、
他
市

町
村
へ
移
転
、
死
亡
な
ど
し
た
場
合
、
そ

の
投
票
は
有
効
か
無
効
か
？

ＡＡＡＡ
２２２２

有
効
投
票
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。
選
挙
権
の
有
無
は
、
期
日
前
投
票
を

行
な
う
日
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

◎
公
職
選
挙
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
期
日
前
投
票
制
度
」
の
ほ
か
、
公
職

選
挙
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

(1)
対
象
者
の
拡
大

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
自
ら

投
票
所
に
行
き
投
票
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
人
が
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載
し

郵
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
選
挙

権
を
行
使
す
る
制
度
で
す
。
今
回
の
改
正

に
よ
り
、
新
た
に
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
に
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る

人
と
し
て
記
載
さ
れ
た
人
や
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か

ら
３
級
ま
で
と
し
て
記
載
さ
れ
た
人
な
ど

が
加
わ
り
ま
し
た
。

(2)
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

お
け
る
代
理
記
載
制
度
の
創
設

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
と
し
て
定

め
ら
れ
た
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
者
（
選

挙
権
を
有
す
る
者
に
限
る
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害
者

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
人

②
戦
傷
病
者
特
別
保
護
法
上
の
戦
傷
病
者

で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
で
あ
る
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
や
請
求
は
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

（
32
）
２
１
１
１

○○選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

明
推
一
郎

○○選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

明
推
一
郎

内
封
筒

立
会
人

総
務
太
郎

山
□
○
郎

山
□
○
郎

従
来
の
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

記載場所で
投票用紙へ
の記載

投票用紙を
内封筒へ

外封筒へ入
れ選挙人が
署名

不在者投票管理者へ
提出し、外封筒に立
会人が署名

投票管理者
が受理した
ものを開封

期日前投票
所で投票用
紙への記載

投票管理者
が投票箱へ

開票所へ

投票手続きが大幅に簡素化され、投票しやすくなります

手続きが簡素化され投票が
スムーズになります

※期日前投票になっても、宣誓書の記載はございます。

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ



村
で
は
村
内
在
住
者
を
対
象
に
、
４

月
２
日
か
ら
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な

ど
の
た
め
、
一
時
的
に

子
ど
も
の
保
育
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
高

根
保
育
所
で
一
時
保
育

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
前

日
ま
で
に
高
根
保
育
所

へ
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
保
育
料
は
、
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

◇
申
し
込
み

高
根
保
育
所
　
　
（
32
）
２
１
０
９

◇
問
い
合
わ
せ

住
民
課

（
32
）
２
１
１
５

保育時間 保育料 食事代
児童の区分 （１時間当り） (１日当り)

３歳未満児 400円
300円

３歳以上児 250円

狂
犬
病
予
防
の

注
射
を
行
い
ま
す

医
療
受
給
券
を

返
納
し
て
く
だ
さ
い

な
か
よ
し
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
う
法
人

を
設
立
し
、
設
立
後
１
年
以
内
に
65
歳

未
満
の
非
自
発
的
離
職
者
を
常
用
労
働

者
及
び
短
時
間
労
働
者
あ
わ
せ
て
３
人

以
上
（
う
ち
１
人
は
30
歳
以
上
の
雇
用

調
整
方
針
ま
た
は
再
就
職
援
助
計
画
対

象
者
）
雇
用
し
た
場
合
に
、
新
規
事
業

に
係
る
経
費
及
び
労
働
者
の
雇
い
入
れ

に
つ
い
て
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

（
財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０(

00)
５
４
４
０

h
ttp
://w
w
w
.san
g
yo
ko
yo
.o
r.jp
/

ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
の

入
園
者
募
集

地
域
雇
用
受
皿
事
業

特
別
奨
励
金

一
時
保
育
事
業
が

始
ま
り
ま
す

お知らせのページ パート１

年に１度は防災無線の電池交換を！！
8

長
生
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
（
貸
し
農
園
）

入
園
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
16

日
（
金
）（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

土
日
を
除
く
、
先
着
順
）

◇
場
　
所

長
生
村
水
口
西
栄
地
区

◇
面
　
積

１
区
画
50
㎡

◇
利
用
料

８
、
０
０
０
円
（
１
区
画

育
児
不
安
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
、

指
導
を
実
施
す
る
た
め
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
高
根
保
育
所
内
に
設
置
し
ま

し
た
。

平
成
16
年
度
犬
の
集
合
注
射
は
５
月

18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）、
20
日
（
木
）、

28
日
（
金
）
の
４
日
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
犬
を
登
録
し
て
い
る
人

に
は
、
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

村
の
各
保
育
所
で
は
、
園
庭
開
放
と

保
育
所
行
事
へ
在
宅
児
の
親
子
が
参
加

で
き
る
「
な
か
よ
し
広
場
」
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
４
月
は
誕
生
会
を
行

い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

４
月
28
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
11
時

◇
と
こ
ろ

八
積
保
育
所
　
　
（
32
）
１
１
０
７

高
根
保
育
所
　
　
（
32
）
２
１
０
９

一
松
保
育
所
　
　
（
32
）
１
１
０
６

◇
参
加
資
格

村
内
在
住
の
就
学
前
児

１
年
間
）

◇
期
　
間

５
月
〜
来
年
４
月
（
原
則

と
し
て
１
年
毎
再
契
約
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
　
　
（
32
）
２
１
１
４

心
理
療
法
士
が
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
５

月
以
降
の
予
定
に
つ
い
て
は
次
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
と
　
き

４
月
20
日
（
火
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
根
保
育
所
内
）

◇
相
談
方
法

事
前
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
予
約
、
相
談
は
電
話
、
面

接
ど
ち
ら
で
も
可
能

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
根
保
育

所
内
）

（
32
）
５
８
９
１

住
民
課
　
　
（
32
）
２
１
１
５

童
と
保
護
者

◇
費
　
用

無
料

※
各
保
育
所
と
も
先
着
10
組
ま
で
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
希

望
の
保
育
所
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
は
就
学

前
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
制
度
で
す
。

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
は
、
こ
の

４
月
か
ら
就
学
し
ま
す
の
で
、
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
受
給
券
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
返
却
の
際

に
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

障害のある人が安心して暮らすことのできる社会をつくるためにはひとりひとりの思いやりが大切です9

地
方
税
法
に
基
づ
く
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。
土
地
・

家
屋
の
納
税
者
で
あ
れ
ば
本
人
所
有
以

外
の
も
の
で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
条
件
に
よ
り
若
干
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

４
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
と
こ
ろ

税
務
課
窓
口

◇
問
い
合
わ
せ

税
務
課

（
32
）
２
１
１
３

※
縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
・
運
転
免
許
証
な
ど
身

分
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参

税に関するＱ＆Ａ 村
で
は
、
公
共
下
水
道
の
拡
張
整
備
を

順
次
進
め
て
い
ま
す
。
15
年
度
に
、
約
10

ha
の
整
備
が
完
了
し
、
全
体
で
約
１
６
６

ha
と
な
り
、
４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
松
　
字
西
後
戊
の
一
部

入
山
津
字
六
号
の
一
部

〃
　
字
九
号
の
一
部

〃
　
字
十
号
の
一
部

小
泉
　
字
北
原
の
一
部

〃
　
字
南
部
の
一
部

〃
　
字
水
汲
場
の
一
部

〃
　
字
北
原
前
の
一
部

〃
　
字
堀
ノ
内
の
一
部

〃
　
字
東
ノ
角
の
一
部

〃
　
字
北
原
添

小
泉
　
字
北
町
の
一
部

〃
　
字
水
払
添

〃
　
字
稲
荷
脇
の
一
部

本
郷
　
字
高
谷
原
の
一
部

〃
　
字
大
道
西
の
一
部

〃
　
字
南
中
割
の
一
部

〃
　
字
南
新
割
の
一
部

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

く
だ
さ
い
。
な
お
、
縦
覧
期
間
中
は
、

土
地
閲
覧
台
帳
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
有
財
産
が
国
か
ら
村
に
譲
与
さ
れ
、

道
路
（
赤
道
）
及
び
水
路
（
青
道
）
が

村
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
土
地
の
中

に
道
路
や
水
路
が
あ
り
、
そ
れ
を
付
け

替
え
た
り
、
現
況
の
な
い
財
産
を
廃
止

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
払
下
げ

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
一
松
地
区
の
一
部
に
お
い
て

は
譲
与
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

建
設
課

（
32
）
２
１
１
６

地価が下がっているのに
固定資産税が上がる

―なぜ？これからも？

QQQQ....地価の下落が続いていますが、そ
れにもかかわらず固定資産税がいま

だに増えている、または横ばいで下

がらないのはなぜでしょうか。

AAAA....平成６年度に評価の均衡を図るた
め、宅地の評価水準を全国一律に地

価公示価格等の７割を目途とする評

価替えが行われました。この評価替

えによって税負担が急増しないよう

にするため、固定資産税評価額と原

則的に同額であった課税標準額をな

だらかに上昇させる負担調整措置が

講じられ、この結果、評価額と課税

標準額との間に大きな開きが生じま

した。負担水準（評価額に対する前

年度課税標準額の割合）が高い土地

は税負担を引下げたり、据え置いた

りする一方、負担水準が低い土地は

なだらかに税負担を引上げていくし

くみとなっています。このしくみに

よって、評価替えで評価額が下がっ

た土地でも、負担水準が低かったも

のは、なだらかに税負担が上昇する

ものもあります。

したがって、地価の動向に関わり

なくすべての土地の税額が上がって

いるわけではなく、税額が上がって

いるのは、地価が上昇している場合

を除けば、負担水準が低い土地に限

られています。

※固定資産税
＝課税標準額×税率（1.4％）

◇問い合わせ
税務課 （32）2113

道
路
・
水
路
の
用
途

廃
止
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
供
用

区
域
が
拡
大

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

内が新たな利用可能区域です
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

校長先生から卒業証書を受け取ります

感謝の気持ちをこめて演奏しました（八積小）

卒業の歌を涙声で歌いました

小
学
校
で
は
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た

６
年
生
に
、
各
学
年
か
ら
心
を
こ
め
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

高
根
小
学
校
と
八
積
小
学
校
で
は
在
校

生
か
ら
、
日
ご
ろ
練
習
し
た
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
八
積
小
学
校
で
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
も
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
一
松
小
学
校
で
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
一
緒
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
、
小
学
校
で
の
最
後
の
思
い
出
を
つ
く

り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
も
お
元
気
で

６
年
生
を
送
る
会

３
月
11
日
に
長
生
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
保
護
者
の
見
守
る
中
、
１
５
０
人
一

人
ひ
と
り
に
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
の
鈴
木
康
弘
く
ん
が
「
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
た
い
。
お
か
げ
で
、

こ
ん
な
に
多
く
の
友
人
と
め
ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
長
生
中
学
校
で
す
ご
し
た
日
々

は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
」
と
答
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

中
学
３
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う

新
た
な
る
門
出中

学
校
卒
業
式

卒業生代表答辞を行った
鈴木康弘くん

この体育館で話を聞くのも今日が最後です

11

長
生
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
講
習
会
が

３
月
５
日
に
村
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ペ
タ
ン
グ
」
と
は
幅
４
ｍ
長
さ
15

ｍ
の
コ
ー
ト
内
で
ビ
ユ
ッ
ト
と
い
う
木

製
の
玉
に
６
個
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

集
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
員
88
人
は
、
は
じ

め
て
の
競
技
に
少
し
戸
惑
い
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
実
際
の
競
技
に
は
い
る

と
会
場
内
は
す
ぐ
に
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
グ
の

講
習
会
が
開
催

あなたもペタングに挑戦しませんか？

新しく自治会館が新設され３月７日に落成式

典が開催されました。

この施設は村の補助を受け建設されたもので、

自治会の集会や子ども会などの自治会活動に活

用されます。

七井土自治会館が新設

一
松
小
学
校
で
３
月
８
日
に
５
、
６
年

生
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
る
前
の
車
体
の
点

検
方
法
や
、
交
通
ル
ー
ル
を
お
ま
わ
り
さ

ん
に
聞
い
て
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
描
か

れ
た
コ
ー
ス
で
実
践
ス
タ
ー
ト
。
児
童
は
、

交
差
点
で
の
一
時
停
止
や
左
右
安
全
確
認

な
ど
、
普
段
忘
れ
そ
う
こ
と
を
再
確
認
し

な
が
ら
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

４
月
は
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
で
す
ね
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
安
全

交差点は自転車を降りてわたります

第６支団に新しいポンプと消防自動車が広域市

町村圏組合から配備され、その引き渡し式が２月

25日に役場庁舎前で行われました。

第２分団第５部（小泉、原、高谷原）へ消防ポ

ンプ、第３分団第３部（大坪東部、城之内、大根）

へは消防自動車がそれぞれ引き渡されました。

消防団に新しい装備
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健
診
と
予
防
接
種

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
４
月
１
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
ポ
リ
オ

と
　
き
＝
４
月
８
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
15
年
４
月
・
９
月
・
12
月
生
）

と
　
き
＝
４
月
22
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
生
を
募
集

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
楽
し

い
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
と
　
き

４
月
15
日(

木)

午
前

９
時
（
月
１
回
開
催
）

▽
内
　
容

約
５
km
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
と
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

※
参
加
希
望
者
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
４
月
９
日
（
金
）
ま
で

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
が
ん

婦
人
科
　
検
診

まずはストレッチから（ウォーキング教室）

▽
と
　
き

４
月
27
日(

火)

・
28

日(

水)

・
30
日(

金)

・
５
月
１

日(
土)

・
６
日(

木)

・
７
日

(

金)
・
８
日(

土)

▽
受
　
付

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

15年度の地区伝達活動として、驚公民館、金田自

治会館、新地自治会館におじゃましました。驚は16

人、金田は41人、新地は27人とたくさんの参加が

あり、会場はたいへん賑やかでした。参加者は血圧

測定をしたり、今年のテーマ「病気を予防する食事」

ということで、長野県佐久市の元気で長生きしてい

る高齢者の食事についてのお話を聞いたり、推進員

が調理した料理の試食を行いました。料理は薄味で

仕上げてあるため、普段濃い味付けに慣れている人

には食べにくく感じたかもしれませんが、これをき

っかけに家庭での塩分摂取についても考えていただ

ければと思います。

※
対
象
者
に
は
、
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

各
種
検
診
・
予
防
接
種
な
ど
保

健
セ
ン
タ
ー
の
行
事
予
定
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
自
治
会
加
入
世
帯

に
は
、
自
治
会
長
を
通
じ
て
配
布

し
て
あ
り
ま
す
。未
加
入
の
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
・
健
康
福
祉
課
・

住
民
課
・
中
央
公
民
館
・
文
化
会

館
の
窓
口
及
び
村
内
各
保
育
所
で

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

平
日

乳
が
ん
検
診

午
後
０
時
30
分
〜

２
時
30
分

婦
人
科
検
診
・

午
後
１
時
〜

貧
血
検
査

２
時
30
分

土
曜
日

乳
が
ん
検
診

午
前
８
時
30
分
〜

10
時
30
分

婦
人
科
検
診
・

午
前
９
時
〜

貧
血
検
査

10
時
30
分

村
で
は
生
後
12
カ
月
以
降
の

幼
児
対
象
に
、
麻
し
ん
の
予
防

接
種
を
年
に
一
度
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
標
準
接
種
年
齢
の
変

更
に
伴
い
、
村
内
医
療
機
関
で

随
時
個
別
接
種
を
行
い
ま
す
。

予
約
の
方
法
な
ど
詳
細
は
対
象

者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

麻
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

○今月の健康相談は４月２日（金）16日（金）に行います。
受付は午前９時～11時30分、内容は血圧測定などです。２日（金）は運動指導も行います。

※
今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
」

は
、
６
日
（
火
）
・
19
日
（
月
）

に
行
い
ま
す
。
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保健師だより

痴呆痴呆の予防に予防に
努めましょう努めましょう

今月の担当は池です

○
痴
呆
と
は

痴
呆
と
は
、
脳
の
働
き
が
低

下
す
る
た
め
に
、
記
憶
が
抜
け

落
ち
た
り
、
徘
徊
、
幻
覚
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
り
し
て
、
日

常
生
活
を
営
む
の
が
困
難
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
症
状
を
い

い
ま
す
。

年
を
と
っ
て
物
忘
れ
を
し
た

り
す
る
と
「
ぼ
け
て
き
た
の
で

は
」
と
心
配
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
老
化
に
伴
う
単
な

る
物
忘
れ
と
痴
呆
と
は
違
う
も

の
で
す
。

例
を
あ
げ
る
と
、
何
を
食
べ

た
の
か
を
忘
れ
る
こ
と
が
単
な

る
物
忘
れ
な
ら
、
食
べ
た
こ
と

自
体
を
忘
れ
た
り
忘
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
自
覚
が

乏
し
い
こ
と
が
痴
呆
に
よ
る
記

憶
障
害
で
す
。

○
痴
呆
の
原
因
は
？

痴
呆
を
起
こ
す
原
因
の
多
く

は
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。
代

表
的
な
も
の
に
、
脳
血
管
障
害

に
よ
る
脳
血
管
性
痴
呆
と
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
が
あ
り
ま
す
。

他
に
、
頭
を
ぶ
つ
け
た
と
き
に

お
こ
る
慢
性
硬
膜
下
血
腫
や
、

脳
腫
瘍
、
重
度
の
貧
血
、
栄
養

障
害
、
薬
の
副
作
用
な
ど
も
原

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
痴
呆
を
予
防
す
る
た
め
に

①
歩
い
て
動
い
て
脳
を

活
性
化
し
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
で
も
で

き
る
も
っ
と
も
手
軽
で
効
果
の

あ
る
健
康
法
で
す
。
足
裏
か
ら

の
刺
激
が
脳

を
活
性
化
す

る
の
に
お
お
い
に
役
立
ち
ま
す
。

②
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
お
い
し
く

食
べ
て
、
脳
い
き
い
き

・
食
塩
は
控
え
め
に

脳
血
管
性
痴
呆
を
引
き
起
こ

す
原
因
の
一
つ
で
あ
る
脳
卒
中

の
３
大
因
子
は
高
血
圧
　
高
脂

血
症
・
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
薄
味
を
心
が
け
、
高

血
圧
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
の
食
卓
に
必
ず
野
菜
を

野
菜
や
果
物
に
豊
富
な
カ
リ

ウ
ム
は
、
食
塩
を
体
外
に
排
出

す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

・
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う

魚
の
脂
に
は
、
動
脈
硬
化
を

防
ぐ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
す
働
き
が
あ
り

ま
す
。

○痴呆の初期症状を
チェックしてみましょう
（大友式痴呆予測テスト）

◇このチェックテストは、現在の状態を自分や家

族が簡単に知ることができるものです。質問項目

に答え、次の基準で点数をつけてみましょう

○採点法
・ほとんどない・・０点

・時々ある・・・・１点

・ひんぱんにある・２点

１．同じ話を無意識にくり返す
２．知っている人の名前を思い出せない
３．物のしまい場所を忘れる
４．漢字を忘れる
５．いましようとしていることを忘れる
６．器具の取り扱い説明書を読むのを面倒がる
７．理由もないのに気がふさぐ
８．身だしなみに無関心である
９．外出をおっくうがる
10．もの（財布など）が見当たらないことを
他人のせいにする

○判　定 ０～８点 →　正常

９～13点 →　要注意

14～20点　→　痴呆の始まり？

③
プ
ラ
ス
思
考
で元

気
は
つ
ら
つ

・
前
向
き
に
生
き
よ
う

日
常
生
活
に
活
気
の
な
い
状

態
は
脳
の
老
化
に
つ
な
が
り
痴

呆
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
日
々
、

「
人
生
こ
れ
か
ら
」
の
姿
勢
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
心

の
栄
養
を
補
給

人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
な
い

状
態
が
続
く
と
、
気
持
ち
は
ふ

さ
ぎ
こ
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

積
極
的
に
外
に
で
て
友
だ
ち
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　
親

地
　
区

長
谷
川
稔
洋

智
一
　
金
　
田

板
谷
ひ
よ
り
　
剛

宮
ノ
台

鷲
見
　
七
海

典
泰
　
岩
　
沼

石
井
　
萌
海

尚
文
　
七
井
土

菅
野
帆
乃
花

仁

曽
　
根

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

大
　
　
な
　
　
78
歳
　
　
驚

出
生
・
死
亡
（
２
月
受
付
）

ただ今夢中！（ 1 0）

今
回
は
創
部
８
年
目
と
な
る
少

年
野
球
チ
ー
ム
「
長
生
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
」
で
す
。

「
う
ち
の
チ
ー
ム
は
明
る
く
楽

し
く
、
野
球
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
の
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
コ
ー
チ
の
池
亀
秀

美
さ
ん
。
現
在
部
員
は
小
学
校
の

低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
30
人
で
、

毎
週
土
曜
、
日
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
長
生
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
人

の
コ
ー
チ
が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
短
時
間
で
、
効
果
の
上
が

る
練
習
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
基
礎
体
力
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
練
習
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

多
め
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

練
習
の
ほ
う
が
好
き
な
よ
う
で
す

が
」キ

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
狩
野
智

也
く
ん
は
「
野
球
が
好
き
な
父
の

勧
め
で
こ
の
チ
ー
ム
に
入
り
ま
し

た
。
違
う
学
校
の
友
だ
ち
が
た
く

さ
ん
で
き
た
の
が
一
番
う
れ
し
い

こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

長
生
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
随
時
部

員
を
募
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。「
今
の
部
員
た
ち
も
、
最
初
は

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
こ
と
も
ま
ま
な

ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
初

心
者
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

ま
た
女
子
部
員
も
歓
迎
し
ま
す
」

興
味
の
あ
る
人
は
練
習
を
の
ぞ
い

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

長生ファイターズ

国内の鶏などに鳥インフルエンザが数

例発生しています。鳥インフルエンザウ

ィルスの正しい知識を身につけてもらう

とともに次のことに注意してください｡

①鶏卵を「生」で食べることが健康を損な

うおそれがあるという報告はこれまであり

ませんが、不安な人は加熱（中心部70℃、

瞬間）することをおすすめします。

②この病気にかかった鶏と接触して、羽

や粉末状になったフンを吸い込んだり、

その鶏のフンや内臓に触れた手を介して

鼻などから、人の体内にウィルスが大量

に入ってしまった場合、ごくまれにかか

ることが知られています。

③飼っている鳥が、原因が分からないま

ま次々に死んでしまうということがない

限り、鳥インフルエンザを心配する必要

はありませが、そのような事態の場合に

は、その鳥に素手で触ったりせずにビニ

ール袋に入れて封をして廃棄物として処

分することも可能です。

◇問い合わせ
千葉県東部家畜保健所

0475（52）4101

長生健康福祉センター（旧茂原保健所）

（22）5167

鳥インフルエンザに
正しい知識を
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,411人(-13)

女　7,511人 (+6)

計 14,922人 (-7)

■世帯数

5,073戸 (+3)

3月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

泣きたいときには

世界に
ひとつだけの

中学校生活の思い出の分だけ

涙が流れます。いくらぬぐって

もぬぐいきれません。

卒業生へ先生方から心を込めて歌

のプレゼントが。高根小学校の６年

生を送る会より。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

僕の夢は、サッカー選手になること

です。わけは４さいごろに近所のお兄

ちゃんとサッカーをやっていて、サッ

カーは楽しくて疲れるけどサッカー選

手になるぞと思っています。

加茂　茂美くん

高　根　小

６　年

私の夢は、花屋さんになることです。

理由は、きれいな花やかわった花など

をいつも見たりお世話をしたりしたい

からです。いつもおていれをしてお客

さんをなごませてあげたいです。

井下田佳苗さん

八　積　小

５　年

日
吉
　
義
三
　
74
歳
　
高
根
新
屋
敷

藤
沢
　
敏
子
　
56
歳
　
南
　
部

石
井
　
茂
昭
　
73
歳
　
高
　
塚

村
田
　
徹
郎
　
74
歳
　
宮
ノ
台

松
下
平
三
郎
　
76
歳
　
岩
　
沼

市
東
　
正
一
　
97
歳
　
七
井
土

藤
波
　
セ
ツ
　
84
歳
　
信
　
友

根
本
　
芳
司
　
70
歳
　
岩
　
沼

川
崎
　
の
ぶ
　
92
歳
　
七
井
土

今
井
　
　
　
　
95
歳
　
七
井
土

東
間
義
四
郎
　
86
歳
　
　
驚

小
野
　
惣
二
　
81
歳
　
金
　
田

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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井
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行
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
長生村の村長選挙はいつ？

１、６月20日　２、６月25日　３、６月30日

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ４月14日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ３、５月３日

◇当選者　池田俊介さん、釜付富子さん
峰尾美穂子さん

村の
50選①

人人人人シリーズ

「
最
近
不
審
火
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
る
の
で
私
も
家

の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
す

よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

こ
の
４
月
に
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
団
第
６
支
団
（
長
生
村
）

支
団
長
と
な
り
、
第
６
支
団
１

６
９
人
を
ま
と
め
る
酒
井
雅
行

さ
ん
（
南
部
）
で
す
。

消
防
団
と
の
関
わ
り
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
酒
井
さ
ん
は

「
近
所
の
先
輩
に
声
を
掛
け
ら

れ
22
歳
で
地
元
の
消
防
団
に
入

団
。
も
う
25
年
く
ら
い
に
な
り

ま
す
。
そ
の
内
、
幹
部
と
し
て

14
年
経
ち
ま
す
よ
。
月
日
の
経

つ
の
は
本
当
に
早
い
で
す
ね
」

と
、
当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

団
員
に
な
っ
て
間
も
な
い
こ

ろ
地
元
で
火
災
が
起
き
、
す
ぐ

に
火
を
消
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
の
焦
り
か
ら
、
２
人
で
消

防
車
で
出
動
し
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

「
そ
の
と
き
先
輩
か
ら
、
最

低
３
人
は
集
ま
ら
な
い
と
活
動

は
で
き
な
い
だ
ろ
、
と
指
導
を

受
け
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
」

ま
た
、
入
団
し
た
年
に
自
分

の
部
が
消
防
操
法
大
会
の
県
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
２
カ
月
間
、

南
分
遣
所
の
消
防
職
員
の
指
導

の
も
と
猛
練
習
を
重
ね
、
ど
う

に
か
操
法
を
披
露
す
る
こ
と
が

出
来
た
そ
う
で
す
。

さかい・まさゆき　昭和31年５月22日
南部生まれ。

造園業、趣味は釣り。

昭和54年に消防団員となり、平成２年

に本部役員、以後副分団長、分団長、本

部長、副支団長を歴任。

今年度から広域消防の支団長として、

第６支団の指揮をとる。

火
の
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
いさ

ん

昨
年
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
頂

き
決
定
し
た
村
の
50
選
を
シ
リ

ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
尼
ヶ
台
総
合
公
園

総
面
積
10
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
広
大
な
敷
地
内
に
は
野
球

や
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。

▼
三
嶋
神
社
本
殿

宮
成
下
村
に
あ
り
、
１
０
６

３
年
に
現
在
の
静
岡
県
の
三
嶋

大
社
の
分
霊
を
移
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
は
権
現

造
り
で
、
屋
根
の
両
端
か
ら
空

に
向
か
っ
て
突
き
出
て
い
る
交

差
す
る
二
本
の
木
を
千
木
と
い

過
去
か
ら
未
来
へ

残
し
た
い
長
生
村
50
選

三嶋神社本殿

訓
練
の
先
頭
に
た
つ
酒
井
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
っ
と
住
み
や
す
く

安
全
な
村
に
す
る
た
め
に
が
ん

ば
り
ま
す
よ
」
と
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料　理

講師の関野さん

野菜の包み蒸し・野菜の包み蒸し・
あさりと豆腐のスープあさりと豆腐のスープ

☆野菜の包み蒸し
●材　料
・豚もも薄切り肉・・150ｇ ・レタス・・・・２個
・鶏ささみ肉・・・100ｇ ・スープ・・・・1ｃ(固形１個)
・えび・・・・・・５尾　　 ・オイスタソース・ 大２
・干し椎茸・・・・４枚　　 ・ごま油・・・・小１
・根しょうが・・・１片　　 ・水溶片栗粉・・大1.5
・塩・・・・・・・小１　　 ・こしょう・・・少々
・ごま油・・・・・小1.5 ・片栗粉・・・・大1.5
●作り方
①レタスは破かないように、さっと塩茹でし、ざるに上げて
冷す。
②えびは背わたを取りよく洗い、豚肉　ささ身とともに
５mm角にきざみ、もどした椎茸と調味料を加え、よく混
ぜる。
③レタスを広げて②をきっちりと包み､蒸し器に並べ強火で、
10分蒸す。
④Aを鍋に合わせ、ひと煮立ちさせてとろみをつける。器に
③を盛り上からかける。
☆あさりと豆腐のスープ
●材　料
・スープ・・・・・・・５ｃ（固形１個）
・豆腐・・・・・・・・１丁
・三つ葉・・・・・・・1.5束
・しょう油・・・・・・大１
・塩・・・・・・・・・少々
・ごま油・・・・・・・少々
・あさり・・・・・・・350ｇ
●作り方
①あさりは塩水に浸けておき、よく洗う
②スープを沸騰させ、あさりを入れ、あさりの口が開いたら
灰汁を取る。
③豆腐をスプーンですくいながら入れ一煮立ちしたら、調味
して三つ葉、ごま油をおとす。

「
当
時
指
導
し
て
く
れ
た
消

防
職
員
と
も
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
、
今
で
も
み
な
さ
ん
声

を
か
け
て
く
れ
る
の
で
大
変
心

強
い
で
す
よ
」
と
酒
井
さ
ん
。

「
前
支
団
長
の
高
仲
さ
ん
を

は
じ
め
諸
先
輩
達
の
指
導
を
守

り
な
が
ら
、
消
防
精
神
の
『
地

域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
』

を
忘
れ
ず
に
今
の
時
代
に
適
応

し
た
消
防
活
動
に
務
め
て
い
き

た
い
」
と
真
剣
な
面
持
ち
で
、

支
団
長
と
し
て
の
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
最
近
は
消
防
団
活

動
に
対
し
て
若
い
人
の
協
力
が

得
ら
れ
ず
、
各
部
団
員
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
地
元
消
防
団
に
入
る

こ
と
に
よ
り
、
自
治
会
や
地
域

の
つ
な
が
り
が
も
て
、
ま
た
、

同
じ
よ
う
な
年
代
の
仲
間
も
増

え
ま
す
し
、
ぜ
ひ
入
団
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
も
話
し
ま
す
。

最
後
に
「
村
の
水
害
は
昔
に

比
べ
て
関
係
機
関
の
努
力
に
よ

り
件
数
は
減
っ
て
き
ま
し
た

が
、
火
災
件
数
は
減
り
ま
せ
ん

ね
。
長
生
村
は
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
村
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
ま
す
。

▼
本
興
寺
の
四
足
門

一
松
宮
ノ
台
に
あ
り
、
建
築

年
代
は
江
戸
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
中
心
の
主
柱
は
丸
柱

で
、
二
軒
市
繁
垂
木
、
頭
貫
虹

梁
（
は
り
の
一
種
）
木
鼻
が
あ

り
、
木
鼻
は
象
鼻
で
す
。

▼
長
屋
門
と
土
蔵

村
内
で
も
良
く
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
が
、
最
近
は
貴
重
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
屋
門
は
江
戸
時
代
、
役
人

層
の
家
に
の
み
建
て
る
事
が
許

さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。土

蔵
は
主
に
穀
類
な
ど
の
収

獲
物
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

本興寺の四足門

Ａ
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生生生生涯涯涯涯学学学学習習習習
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長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

５
日
と
19
日

（
第
１
・
第
３

月
曜
日
）
は
、

体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

４
月
の
家
庭
教
育
相
談

は
相
談
員
不
在
の
た
め
、

開
設
い
た
し
ま
せ
ん
。

５
月
以
降
の
予
定
に
つ

い
て
は
、
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

体 の設施育 休
館

日

平
成
16
年
度
公
民
館
主
催
教
室
の

合
同
開
講
式
を
、
次
の
と
お
り
開
催

生
歩
こ
う
会

４
月
の
例
会
案
内

長長長長
春
本
番
と
な
り
花
を
見
な
が
ら
の

お
弁
当
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、

国
立
昭
和
記
念

公
園
で
歩
こ
う

会
の
総
会
と
懇

談
会
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
今

後
の
会
の
運
営

に
つ
い
て
、
ご

意
見
、
並
び
に

ア
イ
デ
ィ
ア
な

ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
れ
ば
幸

い
に
思
い
ま
す
。

◇
と
　
き

４
月
10
日
（
土
）

午
前
８
時
２
分
茂
原
駅
発
乗
車

◇
交
通
費

２
、
３
０
０
円
（
ホ
リ

デ
イ
パ
ス
使
用
）

◇
コ
ー
ス

青
梅
線
西
立
川→

昭
和

記
念
公
園→

中
央
線
立
川
駅
（
約

６
km
）

◇
対
　
象

村
民

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
参
加
費

会
員
以
外
２
０
０
円

（
保
険
代
と
し
て
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

民
館
・
体
育
館
教
室

合
同
開
講
式
開
催

公公公公

３
月
11
日
、
市
ケ
谷
在
住
の
小
林

正
則
プ
ロ
を
お
招
き
し
強
風
の
中
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
７
月
に
開
催
予
定

の
長
生
郡
民
体
育
大
会
の
選
手
選
考

会
も
兼
ね
て
お
り
、
６
月
に
も
う
一

度
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
　
勝
　
田
中
　
喜
宣
（
上
の
原
）

○
準
優
勝
　
田
中
堅
二
郎
（
竜
宮
台
）

○
第
３
位
　
中
根
　
孝
夫
（
金
　
田
）

民
ゴ
ル
フ
大
会
の

結
果
報
告

村村村村

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永
　
　
（
32
）
５
８
３
０

平
成
16
年
度
年
間
予
定
表

月
　
日

目
　
的
　
地

５
／
15

皇
居
周
辺
憲
政
会
館

（
約
７
km
）

６
／
19

多
摩
動
物
公
園

高
幡
不
動
（
約
６
km
）

７
／
17

夢
の
島
・
新
木
場

（
約
８
km
）

８
／
21

鋸
山
ハ
イ
キ
ン
グ

（
約
10
km
）
階
段
多
し

９
／
18

横
浜
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場

大
黒
ふ
頭
（
約
７
km
）

10
／
16

久
留
里
線
・

馬
来
田
（
約
10
km
）

11
／
20

大
月
・
岩
殿
山

（
約
８
km
）
階
段
あ
り

12
／
18

新
横
浜
周
辺
ウ
ォ
ー
ク

（
約
５
km
）

１
／
15

日
本
橋
七
福
神
（
約
８
km
）

２
／
19

吉
野
梅
郷
（
約
９
km
）

３
／
19

横
須
賀
・
三
笠
・
観
音
崎

（
約
７
km
）

※
事
情
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。

◇
と
　
き

４
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館

◇
対
象
者

各
教
室
に
申
込
ま
れ
た
人

小林プロと一緒に記念撮影

家
庭
教
育
相
談
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

19

三
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

白
蓮
に
光
り
満
ち
た
り
子
の
来
る
日

石
川
　
和
香
子

今
日
は
子
供
の
帰
っ
て
来
る
日
。
待
ち
遠
し
く
何
回
も
門
外
へ

見
に
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
春
の
光
り
を
受
け
白
蓮
の
蕾
が
光
っ
て

い
ま
し
た
。

啓
蟄
や
な
ほ
力
あ
る
母
の
筆

植
草
　
泰
子

満
九
十
才
を
迎
え
た
母
で
す
が
筆
捌
き
は
敵
い
ま
せ
ん
。
益
々

健
や
か
で
穏
や
か
な
日
々
を
過
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

春
シ
ョ
―
ル
風
に
煽
ら
れ
書
道
展

刈
込
　
照
子

風
と
波
と
砂
を
テ
ー
マ
に
し
た
書
道
展
。
漁
師
町
に
は
不
似
合

な
書
道
展
。
で
も
素
敵
な
一
日
で
し
た
。

啓
蟄
や
晴
耕
雨
読
も
乱
れ
が
ち

久
我
　
久
子

夫
が
待
ち
に
待
っ
た
と
思
わ
れ
る
外
仕
事
に
何
か
足
取
り
も
軽

く
見
え
、
お
茶
の
用
意
も
楽
し
い
。
あ
ま
り
無
理
し
な
い
よ
う
に

気
遣
い
な
が
ら
。

啓
蟄
や
生
れ
く
る
　
は
女
の
子

中
村
　
英
子

待
ち
に
待
っ
た
我
が
家
に
七
年
振
り
に
ひ
孫
が
生
ま
れ
ま
す
。

写
真
で
女
の
子
と
の
事
で
今
か
ら
誕
生
が
楽
し
み
で
す
。

小
綬
鶏
の
声
降
り
一
日
始
ま
れ
り

片
岡
　
篤
美

小
綬
鶏
の
声
に
目
覚
め
て
戸
を
開
け
れ
ば
春
の
日
差
し
が
優
し

い
。
今
日
も
一
日
恙
な
く
送
れ
ま
す
よ
う
に
と
…
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
自
主
性

と
社
会
性
を
備
え
、
豊
か
な
教
養
と

広
い
視
野
を
持
ち
、
心
豊
か
で
健
や

か
な
た
く
ま
し
い
人
間
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
い
、
４
月
９
日
（
金
）
ま

で
春
の
「
青
少
年
を
健
全
に
育
て
る

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
見
て
い
る
よ
　
君
の
勇
気
と
思

い
や
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の

３
つ
を
重
点
目
標
に
展
開
中
で
す
。

①
青
少
年
の
社
会
規
範
の
醸
成

②
青
少
年
の
被
害
防
止
・
保
護

③
青
少
年
の
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
地
域
行
事
）
の
促
進

春
は
青
少
年
に
と
っ
て
希
望
に
満

ち
た
入
学
、
進
学
、
就
職
な
ど
を
迎

え
る
と
と
も
に
、
年
度
替
り
で
生
活

環
境
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
日
常
生
活

が
不
規
則
と
な
り
、
事
故
や
非
行
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
の
教
育
や
し
つ
け
と
い
っ

た
枠
を
超
え
、
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

こ
の
運
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
対
策
や
青

少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
の
防
止

対
策
な
ど
、
青
少
年
の
被
害
防
止
・

保
護
に
努
め
る
ほ
か
青
少
年
が
ボ
ラ

少
年
を
健
全
に

育
て
る
運
動
実
施
中

青青青青

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
一
松

地
区
城
之
内
開
発
地
内
特
設
会
場
に

お
い
て
、
第
２
回
人
間
ば
ん
馬
大
会

が
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

迫
力
の
レ
ー
ス
を
ぜ
ひ
会
場
で
見
て

み
ま
せ
ん
か
。

村
内
チ
ー
ム
も
多
数
参
加
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
応
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

間
ば
ん
馬

大
会
の
開
催

人人人人

こ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
と
関

わ
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
も
の
で
す
。
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村では４月から「ブックスター

ト」を開始します。これは、７カ

月乳児健診時に赤ちゃんと保護者

にボランティアからメッセージを

伝えながら絵本をプレゼントし、

絵本を介して語りかけの大切さを

知ってもらおうというものです。

この事業に関連して、おすすめ

の赤ちゃん絵本（０･１･２歳児を

対象とする絵本）を紹介していき

たいと思います。

いないいないばあ
・ぶん
松谷みよ子
・え
瀬川康男
童心社

ねこ、くまなどおなじみの動物

がページをめくるたびに「いない

いないばあ」を繰り返します。や

わらかなタッチの絵で、言葉のリ

ズムの繰り返しが心に残り、赤ち

ゃんもすぐ覚えてしまいます。松

谷みよ子さんの代表作品ともいえ

る、1967年初版の大ロングセラ

ー絵本です。

文化会館　　32ｰ5100

10
回
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト

第第第第◇
と
　
き
　
４
月
11
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
１
時

開
　
演
　
午
後
１
時
30
分

◇
内
　
容
　
一
宮
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
と
本
納
中
・
茂
原
中
・
白
子

中
・
睦
沢
中
・
一
宮
中
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ

の
合
同
吹
奏
楽
発
表
会

◇
入
場
料
　
無
料

◇
主
　
催
　
一
宮
商
業
高
校
吹
奏
楽
部

◇
問
い
合
わ
せ
　
一
宮
商
業
高
校

（
42
）
４
５
２
０

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

自
治
会
活
動
、
子
ど
も
会
な
ど
の

地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

お
よ
び
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
、
宝

く
じ
の
助
成
金
を
受
け
貸
出
用
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。
自
治
会
の
会
議
、

子
ど
も
会
の
映
画
鑑
賞
会
な
ど
で
活

用
し
て
い
た
だ
き
み
な
さ
ん
に
Ｉ
Ｔ

春
番
組

○
「
春
の
星
座
」

○
「
３
・
２
・
１
・
０
！
出
発
進
行

ぼ
く
ら
の
宇
宙
旅
行
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
・
・
・
無
料

中
学
生
・
・
・
・
・
・
１
０
０
円

大
　
人
・
・
・
・
・
・
２
０
０
円

に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
、
貸
出
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
地
域
的
な
共
同
活
動
に
結

び
つ
か
な
い
目
的
や
団
体
は
貸
出
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◇
貸
出
方
法

長
生
村
文
化
会
館
に

使
用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し

込
む

◇
貸
出
物
品

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
ス
ク
リ
ー
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
台

※
各
２
台
ず
つ
用
意
し
て
あ
り
、
１

台
ず
つ
を
一
組
と
し
て
貸
出
。

こんにちは！
赤ちゃん絵本

◇
使
用
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

ププププ
ロロロロ
ジジジジ
ェェェェ
クククク
タタタタ
ーーーー

貸貸貸貸
しししし
出出出出
しししし
まままま
すすすす
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
ジェシカが駆け抜けた七年間について 歌野　晶午

蛇にピアス　　　　　　　　　　　　　金原　ひとみ

夜の明けるまで　　　　　　　　　　　北原　亜以子

冬のソナタ（上・下） キム　ウニ

狂骨の夢　　　　　　　　　　　　　　　京極　夏彦

邂逅の森　　　　　　　　　　　　　　　熊谷　達也

代行返上　　　　　　　　　　　　　　　幸田　真音

卒業　　　　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

生まれる森　　　　　　　　　　　　　　島本　理生

見えないドアと鶴の空　　　　　　　　　白石　一文

残花亭日暦　　　　　　　　　　　　　　田辺　聖子

ジャスミン　　　　　　　　　　　　　　辻原　　登

夜の電話のあなたの声は　　　　　　　藤堂　志津子

青い翅の夜　王国記４　　　　　　　　　花村　萬月

国銅（上・下） 帚木　蓬生　

ミルキー　　　　　　　　　　　　　　　林　真理子

密事　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　宜永

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
幻夜　　　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾

香乱記（上・中） 宮城谷　昌光

虹の生涯（上・下） 森村　誠一

王国　その２　　　　　　　 よしもと　ばなな

ＮＨＫスペシャル文明の道３･４　ＮＨＫ「文明の道」

プロジェクト

ローマ人の物語12 塩野　七生

年収300万円時代を生き抜く経済学 森永　卓郎

イラク便りー復興人道支援

221日の全記録　　　　　　　　　　　　奥　　克彦

日本の進路を問う　　　 ＮＨＫ「21世紀日

本の課題安全保障」

プロジェクト

北朝鮮自壊　　　 重村　智計

私は英雄じゃない―ジェシカの

イラク戦争　 リック・ブラッグ

バカの壁　　 養老　孟司

野
草
を
春
・
夏
・
秋
に
分

け
て
、
知
識
・
押
し
方
の
解

説
、
押
し
花
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を

掲
載
し
た
野
草
図
鑑
。
植
物

に
関
し
て
は
で
き
る
限
り
外

見
上
類
似
し
て
い
る
植
物
も

掲
載
し
、
特
徴
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
巻

末
に
は
植
物
の
基
礎
知
識
、

植
物
の
採
集
と
押
し
方
の
基

礎
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

押し花野草図鑑
柴田　規夫

あの世この世
瀬戸内寂聴
玄侑　宗久

人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
世
は

本
当
に
あ
り
ま
す
か
？
作
家

で
あ
り
、
僧
侶
で
あ
る
著
者

ら
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
る

安
心
で
き
る
極
楽
へ
の
道
案

内
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
で
放
送
さ
れ
た
対

談
な
ど
を
収
録
。

日本語必笑講座 清水　義範

池辺の棲家 加藤　幸子

飛びすぎる教室 清水　義範

晴れときどき猫背 村山　由佳

連合赤軍少年Ａ 加藤　倫教

テンカウント 黒井　克行

黒冷水 羽田　圭介　

13歳のハローワーク 村上　　龍

津波ものがたり 山下　文男　

リクエ トス 本 が

入りました
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自衛隊の幹部
候補生を募集

防衛庁では、自衛隊幹部候補生

を次のとおり募集します。

◇募集種目・応募資格
○一般、技術幹部候補生（音楽・
パイロット要員を含む）

・20歳以上26歳未満

（22歳未満は大卒者（見込含む））

・大学院修士課程終了者（見込み）

は、28歳未満（海上技術幹部候

補生は、理学または工学課程終

了に限る）

○歯科、薬剤科幹部候補生

・歯科：専門の大学卒（見込み）

20歳以上、30歳未満

・薬剤科：専門の大学卒（見込み）

20歳以上、26歳未満

◇受付期間　４月５日（月）～
５月11日（火）※締切日必着

◇試験期間　１次 ５月22日（土）

23日（日）（23日は飛行要員のみ）

２次　６月22日（火）～６月

算定基礎期間５年以上の雇用保

険の受給資格者が自ら創業し、創

業後１年以内に継続して雇用する

労働者を雇い入れ、雇用保険の適

用事業主となった場合に創業に要

した費用の一部が助成されます。

詳細は、最寄りのハローワーク

へお尋ねください。

◇問い合わせ
茂原地方合同庁舎１Ｆ

茂原公共職業安定所雇用指導官

（ハローワーク）

25-8609

FAX 22-3794

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

創業資金が
助成されます

コンビニで
支払えます

４月から水道料金及び下水道料

金の支払いが、従来の取扱金融機

関に加えてコンビニで出来るよう

になります。（支払金額が100万

円を超える場合取扱えません）

◇対　象 口座振替していない人

※口座振替の結果、引き落としで

きなかった人に送付される納入通

知書も同様にコンビニでの取扱い

が出来るようになります。

◇実施時期 ４月16日（金）以

降の各発送分から（全て現金の

みの納付）

※圧着方式のはがきで、個人情報

保護の一層の安全を図ります。

◇問い合わせ
（株）東計電算

27-3888

下水環境課　 32-2494

今月は

固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 税税税税
の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

4・4
長島医院 東部台医院 菅原病院
42ｰ8800 22ｰ2455 25ｰ1171

4・11
睦沢診療所 渡辺医院 長生病院
44ｰ2236 27ｰ7733 34ｰ2121

4・18
長生八積医院 粒良医院 君塚病院
32ｰ3282 25ｰ8580 25ｰ1811

4・25
秋場医院 聖光会病院 鎗田整形外科医院
42ｰ3323 35ｰ5151 24ｰ8686

4・29
鈴木医院 宮内内科医院 森川病院
42ｰ3111 22ｰ3770 25ｰ2510

5・2
よねもと整形外科 鵜沢外科内科クリニック 高田整形外科医院
40ｰ1065 34ｰ2496 22ｰ0111

※日曜祭日当番医は変更となる場合がありますので
ご了承ください。

24日（木）

３次　７月24日（土）～８月５

日（木）（飛行要員のみ）

◇問い合わせ
自衛隊茂原募集事務所

25-0452

総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

フリーマーケット
出店者を募集

第17回「リサイクルフェア長生

2004」の出店者を次のとおり募

集します。

◇と　き ６月13日（日）午前９

時30分～正午（雨天時６月20

日（日））

◇ところ 長生クリーンパーク

◇募集要領 長生郡市内居住者に

限ります。原則として日常生活

における不用品、リフォーム作

品などを出店物とします

１店舗当たりの区画は概ね25

㎡で１区画

売上金は、出展者個人又は団体

の収入とします。

◇募集期間 ４月23日（金）～５

月７日（金）応募者多数は抽選

◇応募方法 出店料は無料、往復

はがきに次の必要事項を記入

し、１人１通に限定

○往信（裏）①郵便番号②住所

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

大凧揚げフェス
ティバル開催

日本各地から大凧が集まりま

す。また、凧作り教室に参加して

自作凧をあげてみませんか？

○凧作り教室
◇と　き ４月４日（日）・10日

（土）午前９時～正午

（受付　午前８時30分～９時）

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎 週 月 曜 日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ４月19日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ４月18日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ４月19日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ４月16日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長 生 合 同 庁 舎 25ｰ7830

◎行政相談 ４月19日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎 週 月 曜 日　午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支所 42-3515

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。（当日も受け付けします）

（団体の場合は所在地）③電話番

号④氏名（団体の場合は団体名及

び代表者氏名）⑤主な出店物（具

体的に）

○返信（表）（返信先）①郵便番

号②住所（団体の場合は所在地）

③氏名（団体の場合は団体名及び

代表者氏名）

※返信（裏）は何も記入しない。

◇申し込み・問い合わせ
〒297-0035

茂原市下永吉2101番地

長生郡市広域市町村圏組合

環境衛生課　　　　　23-4944

◇ところ ４月４日（日）長生村

体育館

10日（土）太陽の里「マーレ」

太陽の里本館左隣

用意する物　ハサミ・のり・定

規（30cm以上の物）・ふで

（参加費600円／組）

○自由凧揚げ
◇と　き ４月10日（土）午前

10時～午後３時

◇ところ 長生フットボールパー

クサッカー場北側

○凧揚げ大会
◇と　き ４月11日（日）午前

10時～午後３時

◇ところ 長生フットボールパー

クサッカー場北側

◇内　容 全国凧揚げ名人大会、

スポーツダンスほか

◇主　催 長生村大凧凧揚げフェ

スティバル実行委員会

◇問い合わせ 長生村大凧凧揚げ

フェスティバル実行委員会

代表 熊澤　　　32-5757



季節の移り変わりとともに、
日も長くなってきました。冬の
ころと同じ調子でまだ明るいか
らと油断していると、もうこん
な時間かと思うことがよくあり
ます。
同様のことは朝にも言えるわ
けで、休みの日に朝だと思って
起きたらもう昼になってました、
ということがよくあります。
これは季節に関係ないですね。

（い）

「ねこばば」とい
うお話で戦っている
場面です。茶色や灰
色などで、毛の色を
表現しました。

高根小
（５年生）

空をたくさんの色
を使って表現しまし
た。雪は、絵の具を
つけた筆を腕ではじ
いてかきました。

一松小
（５年生）

井桁代三郎 くん

平成16年4月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

いつも笑顔いっぱいです。

みかんが大好物、お兄ちゃんと

遊ぶことが楽しみです。

平成15年４月25日生
父・丸　利幸、母・紀子さん

琴 音
ね

ちゃん（七井土）

最近気に入らないことがあると

「イヤッ」とハッキリ言うように

なってきました。

平成15年４月11日生
父・時田　直也、母・希己江さん

陸 也
や

ちゃん（新田）

原産地はギリシア・シリア
などの地中海沿岸地域。２月中旬か
ら３月頃に葉の中心部から花茎を出して、
直径３センチほどの漏斗状の花を多数つける。一
重咲き（八重種もあり）が中心。花には強い香りがあって、
甘くて何ともいえない芳香を放つ。日本へは江戸末期に渡来し、
当時は「ヒアシント」と呼ばれ、大正時代に入って広く栽培されるよう
になる。名前の由来は、ギリシア神話の美少年「ヒアキントス」。

（撮影地：南部）

ヒアシンス

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

長谷川諒 くん

油絵の具で、ホ
テルの絵を模写し
ました。色の塗り
方で、壁の古さを
表現しました。

長生中
（３年生）

橋場裕之介くん

この広報は再生紙を使用しています。




